
 
 

 

 

 

 

 

日々の生活の積み重ね  

                            副校長  田邉  洋一  

 

１０月に緊急事態宣言が解除され、徐々にこれまでの学校生活が戻ってきました。  

遠足や徒競走、セカンドスクールが開催され、１１月には、スポーツフェスティバル  

や日光移動教室が行われました。  

 １つ１つの行事に取り組む子どもたちの姿や表情を見ていると、ようやく学校が学校  

らしくなってきたなと感じています。新型コロナウイルス感染症対策を施しながら、  

その中で子どもたちが喜怒哀楽を表情豊かに表現し、それをお互いに認め合ったり高め  

合ったりする姿こそが、学校教育の中でとても重要なのではないかと感じています。  

 先日、私は６年生と一緒に日光移動教室に行ってきました。日光東照宮、華厳の滝を  

見学し、宿舎での楽しい生活、日光江戸村でのグループ活動を一緒に行ってきました。  

子どもたちは、とても生き生きとこれまでできていなかった宿泊学習を存分に楽しんで  

いました。その中で、とても心に残ったことがあります。それは、子どもたちが様々な  

場面で発してくれた「あいさつ」です。バスの運転手さんやガイドさん、ホテルの従業員 

の皆さん、同行してくれた添乗員さんなどが口をそろえておっしゃってくださったのが、 

「第一小学校のお子さんたちは気持ちのよいあいさつをしてくれますね」でした。  

 最高学年としてここまで学校を引っ張ってきてくれた６年生。スポーツフェスティバル 

でのソーラン節や鼓笛の移杖式の練習など、とても忙しい中での日光移動教室でしたが、 

これまでの日々の積み重ねで培ってきた力が、このような大きな行事や外部の人との  

関わりの中で自然に表現できるのだなと改めて気付かされました。きっと本人たちは  

ごく自然に振る舞っているのだと思うのですが、それが自然にできることがよりよい  

成長を成し遂げている証拠なのだと感じました。  

 コロナ禍ではありますが、これから今までできなかった様々な行事を感染症対策を  

取りながら行っていく予定です。そして、ただ行事を行うのではなく、その行事を  

通して、行事の意味や意義をしっかりと考えさせ、人と人との関わりを大切にして  

いく指導を行ってまいります。そして、先程、述べたように、日々の生活をしっかりと 

送りながら、自然に「あいさつ」がどんな時にも、どんな場所でもできる児童の育成に 

努めてまいります。  

 今後ともご理解、ご協力の程よろしくお願いいたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和３年１１月３０日  

第  ９  号  

府中市立府中第一小学校  

校  長   関   修  一  

あいさつ週間の取り組み  

11 月 29 日から１週間、代表委員の企画により、全校であいさつ週間に取り組んで  

います。  

誰もがすすんであいさつをすることで、今までよりもさらによい第一小学校に！  

という思いで代表委員の児童が考えてくれました。  

ご家庭でも、頑張りを促す声掛けをよろしくお願いいたします。  



 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １年生全員で力を合わ  

せる初めての行事でした。 

 曲調に合わせて、ノリ  

ノリで元気いっぱいに  

踊っていました。  

 授業だけでなく、休み  

時間にも進んで練習に取り 

組む姿が見られました。  

今年度も堀田先生をゲスト  

ティーチャーにお招きして、  

府中市伝統の民舞「府中よさ

こい」を踊りました。難しい  

振り付けでしたが、子どもたち 

の前向きさとがんばりで、元気 

いっぱいの「よさこい」に  

なりました！  

 

１年生「やってみよう！」 

２年生「府中よさこい」 

 

クラスカラーの五色が  

校庭で鮮やかに舞いました。 

大きな動きになるように、  

脚を開くことを意識して  

練習を頑張りました。  

 全員で動きをそろえて、  

力強い踊りができました。  

「ヤーッ！！」  

３年生「花笠音頭」 

府中第一小学校 スポーツフェスティバル！ 



 
 

 

 

 

 

  
                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 大好きな YOASOBI の曲に乗って、 

難しい振り付けを楽しみました。  

 ステップやウェーブが決まった  

瞬間、一体感が生まれました。  

 スポーツフェスティバルが終わって 

も、曲が流れると自然に体が動き  

出します。  

４年生「三原色」 

６年生「南中ソーラン」 

小学校生活最後の演技として、 

「元気」「迫力」「勇気」「感動」  

「団結感」を伝えたい！その思い 

を込めて全力で取り組みました。 

青々とした空の下、力強い演技、 

真剣な姿勢は、見る人の心を  

動かしました！天晴れ６年生！  

 衣装や大漁旗を自分  

たちでデザインし、一  

から準備をしました。

踊りは踊リーダーを  

中心に教え合い、本番  

では、５００パーセント 

の情熱を届けることが  

できました。  

５年生「南中ソーラン」 

 １１月１２日に開催したスポーツフェスティバル。どの学年もしっかりと練習に取り組み、  

本番では、元気いっぱいな姿を表現しました。今年度は府中市の方針で保護者の皆さんの参観  

はご遠慮いただきましたが、来年こそはその立派な姿を皆さんの前で披露できるものと願って  

います。準備などでご協力いただき、誠にありがとうございました。  



 
 

 

 

 

 

 

 

 


